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皆さんのアンケートから一部を
紹介します！

■
公
演
本
番
は
大
盛
況

　
「
ト
ラ
ン
プ
の
国
」
は
、
ロ
シ
ア
の
作
家
ミ

ハ
ル
コ
フ
の
作
品
。
ト
ラ
ン
プ
の
ハ
ー
ト
の

国
に
迷
い
込
ん
だ
少
年
が
、
魔
法
に
か
け
ら

れ
た
王
子
様
と
一
緒
に
３
つ
の
オ
レ
ン
ジ
を

求
め
て
冒
険
の
旅
に
出
て
、暗
く
沈
ん
だ
ハ
ー

ト
の
国
を
救
う
物
語
で
す
。
野
々
市
市
誕
生

記
念
の
意
味
合
い
か
ら
「
祝
祭
性
」
が
あ
り
、

ま
た
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
人

た
ち
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
「
命
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
今
回
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

劇
本
番
。
幕
が
あ
が
る
と
、
そ
こ
に
は
多

く
の
観
客
の
姿
が
。
２
日
間
で
集
ま
っ
た
人

は
約
１
０
０
０
人
。
劇
中
は
、
演
技
、
ダ
ン

ス
、
ギ
タ
ー
の
生
演
奏
や
要
所
に
奏
で
ら
れ

る「
石
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ウ
ィ
ン
ズ
」

の
音
楽
な
ど
す
べ
て
が
う
ま
く
重
な
り
合
っ

て
い
ま
し
た
。
ふ
と
客
席
を
見
る
と
、
身
を

乗
り
出
し
て
舞
台
を
見
つ
め
る
子
ど
も
の
姿

や
感
動
の
あ
ま
り
涙
ぐ
む
人
の
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
出
演
者
達
が

テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
い
踊
り
な
が
ら
客
席
ま

で
降
り
て
、
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
会
場

か
ら
温
か
い
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
大
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
終
了
後
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
出
演
者
全
員
が
観

客
を
出
迎
え
て
い
ま
し
た
。
観
客
は
、「
よ

か
っ
た
よ
」「
お
も
し
ろ
か
っ
た
よ
」
と
直

接
、
感
動
を
出
演
者
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。

■�

約
３
年
前
野
々
市
市
誕
生
記
念
公
演
を
目

標
に
劇
団
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
が
誕
生

　

劇
団
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
は
、
平
成
21
年
8
月
に

野
々
市
の
地
域
住
民
で
作
っ
た
劇
団
で
す
。

ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
に
は
、「
野
々
市
」
と
い
う
意
味

と
「
ノ
ン
、
ゼ
ロ
」。
０
で
は
な
い
無
限
の

可
能
性
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
こ
の
公
演
で

舞
台
照
明
を
担
当
し
て
い
た
大
鷲
良
一
さ

ん
（
舞
台
照
明
家
・
東
京
）
の
提
案
に
よ
る

も
の
で
し
た
。
フ
ォ
ル
テ
に
は
、
舞
台
と
客

席
の
間
に
光
の
緞
帳
「
ル
ミ
ナ
ス
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
光
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に

輝
く
、
手
染
め
手
編
み
の
作
品
で
全
国
で
も

珍
し
い
緞
帳
で
す
。
大
鷲
さ
ん
は
、
20
数
年

前
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

で
見
て
き
た
こ
の
緞
帳
を
使
っ
て
効
果
的
な

舞
台
が
創
れ
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
３
年
前
に
劇
団
が
発
足
。
夢
が

実
現
し
ま
し
た
。

　

10
人
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
劇
団
は
、
演
劇

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
大
き
な
目
標

“
野
々
市
市
誕
生
の
時
に
記
念
公
演
を
す
る

こ
と
”
を
見
据
え
、
定
期
的
な
公
演
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
経
験
と
実
力
を
つ
け
て
き

ま
し
た
。

■
劇
団
を
支
え
る
に
は
市
民
の
力
が
必
要
で
す

　
「
目
標
が
達
成
で
き
、
な
ん
と
か
こ
こ
ま

で
こ
れ
て
、
正
直
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
！
」
と
劇
団
の

演
出
・
指
導
を
行
っ
て
き
た
岡
井
直
道
さ
ん

（
劇
団
ア
ン
ゲ
ル
ス
代
表
・
金
沢
）
は
、
劇
団

の
今
後
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。「
多
く
の
人

に
公
演
を
見
て
欲
し
い
。
ま
た
、
こ
の
市
民

劇
団
を
市
民
の
皆
さ
ん
で
支
え
、
盛
り
上
げ

て
い
っ
て
欲
し
い
」
と
願
い
を
込
め
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
。
劇
団
の
努

力
は
も
ち
ろ
ん
、
引
き
続
き
地
域
の
温
か
い

支
援
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

市
民
の
手
で
劇
団
を
盛
り
上
げ
よ
う

野
々
市
市
誕
生
記
念
公
演
　
ト
ラ
ン
プ
の
国

　

１
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
、
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
で
公
演
「
ト
ラ
ン
プ
の
国
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
劇
団
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
（
の
の
）
の
団
員
と

公
募
で
集
ま
っ
た
高
校
生
や
プ
ロ
の
俳
優
、
33
人
が
出
演
。
下
は
４
歳
か
ら
上
は
50
代
ま
で
と
幅
広
い
年
代
の
老
若
男
女
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の

笑
顔
で
演
技
や
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。　

○ストーリーは分かりやすく、その中にダンスなど本格的
な要素も含まれていて、とても良かったです
○オーケストラの生演奏が大変よかったです。光の構成も
よかった
○いろんな世代の人が共演されていて、見ていて楽しかっ
たです。子どもたちにとってはいい刺激ですね！
○真剣に練習した様子が伝わってきた。素人でもここまで
出来ることに感心した。ますます上達して、また見せて
下さい
○見るたびにnonoのグレードがupしてきたのが良く分
かります。今後も活動を継続して、更にステキな演劇を
見せて下さい
○皆さんノリノリで良かった。野々市にこんな劇団があっ
たのを初めて知りました
○劇団が出来て数年なのに、大きな舞台で皆さんがんばっ
たと思います。もっともっと発声練習…など色々と練習
して下さい

劇
団
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
の

こ
れ
ま
で
の
活
動

■
平
成
22
年
１
月
11
日
㈪　
宮
沢
賢
治
作

「
黄
色
の
ト
マ
ト
」

	

情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
椿

■
平
成
22
年
３
月
27
日
㈯　
サ
ム
イ
ル
・

マ
ル
シ
ャ
ー
ク
作　
湯
沢
芳
子
訳
「
森

は
生
き
て
い
る
」
情
報
交
流
館
カ
メ
リ

ア
ホ
ー
ル
椿
（
劇
団
ア
ン
ゲ
ル
ス　
合

同
公
演
）

■
平
成
22
年
９
月
12
日
㈰
「
宮
沢
賢
治
の

世
界
」（
ポ
ラ
ン
の
広
場
、
蛙
の
ゴ
ム

靴
、
山
男
と
紫
紺
染
め
）
情
報
交
流
館

カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
椿

■
平
成
23
年
２
月

12
日
㈯	

13
日

㈰　
宮
沢
賢
治

作　
「
銀
河
鉄

道
の
夜
」
情
報

交
流
館
カ
メ
リ

ア
ホ
ー
ル
椿

■
平
成
23
年
７
月

24
日
㈰　
フ
ォ

ル
テ
サ
マ
ー
ギ

フ
ト
「
猫
・
ね

こ
・
ネ
コ
」
文

化
会
館
フ
ォ
ル

テ　
小
ホ
ー
ル

■
平
成
23
年
９
月
25
日
㈰　
宮
沢
賢
治
作

「
蛙
の
ゴ
ム
靴
」

	

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
椿
荘
広
場
（
お
年

寄
り
と
子
ど
も
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
１
）

南 忠紀さん
みなみ・ただき／劇団nono代表
　記念公演という大きな舞台が終わりま
した。今後の活動については、まだ未定
ですが、新しい目標に向けて、歩み出せ
るようこれからしっかりと話し合ってい
きたいです。劇団として本当の真価が問
われるのはこれからだと思っています。
市民の皆さんに愛され、応援され、また、
参加してもらえるような劇団をこれから
も目指していきます。

愛
さ
れ
る
劇
団
を

目
指
し
て
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計
画
は
な
ぜ
必
要
な
の
で
す
か

　
「
福
祉
」
っ
て
い
う
と
高
齢
者
だ

け
の
話
だ
と
考
え
が
ち
で
す
が
、
ど

の
年
代
の
人
に
も
当
て
は
ま
る
ん
で

す
。
例
え
ば
、
福
祉
教
育
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
今
の
小
・
中
学
生

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
通
し
て
、

人
と
人
と
が
支
え
合
う
体
験
を
し
た

り
、
支
え
合
い
の
気
持
ち
を
抱
く
こ

と
が
出
来
た
と
し
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
大
人
に
な
っ
た
時
に
自
然
と
助

け
合
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
ん
で

す
。
こ
の
気
持
ち
は
そ
の
場
限
り
で

は
育
ま
れ
な
い
も
の
な
の
で
、
計
画

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。

計
画
の
特
徴
は

　

現
在
、
福
祉
計
画
と
福
祉
活
動
計

画
の
両
方
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
、
行
政
の
活
動

は
、
公
平
性
、
制
度
に
基
づ
い
た
施

行
な
の
で
、
例
え
ば
高
齢
者
の
買
い

物
、
障
が
い
者
の
外
出
支
援
な
ど
、

行
政
の
手
の
届
か
な
い
範
囲
が
出
て

き
ま
す
。
こ
こ
は
、
市
民
の
手
が
ど

う
し
て
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
な
の

で
、
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
で
き
る
よ
う

に
考
え
ま
し
た
。

現
在
の
課
題
と
今
後
の
目
標
は

　

福
祉
に
限
ら
ず
、
医
療
、
教
育
も

そ
う
で
す
が
、
長
い
時
間
を
か
け
な

い
と
な
か
な
か
目
に
見
え
て
こ
な
い

ん
で
す
。
こ
こ
が
、
不
安
な
と
こ
ろ

で
す
か
ね
。

　

ま
た
、
野
々
市
は
転
出
入
が
多
い

市
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
旧
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
混
在
す
る
所
が
多

い
ん
で
す
。こ
の
地
域
性
を
理
解
し
、

“
野
々
市
ら
し
さ
”
を
出
し
た
計
画

を
策
定
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

　

普
段
の
暮
ら
し
の
中
で
、
気
が
か

り
な
人
を
見
つ
け
て
欲
し
い
で
す
。

例
え
ば
、
あ
そ
こ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

な
か
な
か
外
に
出
て
こ
な
い
…
と
か

ね
。
そ
の
情
報
を
行
政
や
社
会
福
祉

協
議
会
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

有
し
て
地
域
の
つ
な
が
り
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
あ
と
は
、
普

段
の
何
気
な
い
あ
い
さ
つ
、
声
掛
け

で
す
か
ね
。
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ

て
く
る
の
で
、
大
切
に
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
福
祉
と
は

　

地
域
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
働
き
な
が
ら
子
育

て
を
し
て
い
る
人
な
ど
、
支
援
が
必

要
な
人
た
ち
が
多
く
暮
ら
し
て
い
ま

す
。「
地
域
福
祉
」
と
は
そ
う
い
っ

た
対
象
者
ご
と
で
は
な
く
「
地
域
」

と
い
う
場
所
に
注
目
し
て
「
支
え
合

い
」
を
中
心
と
し
た
支
援
を
考
え
、

実
行
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
・

地
域
福
祉
活
動
計
画
と
は

　

地
域
福
祉
社
会
の
実
現
の
た
め

に
、
住
民
が
参
加
し
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

検
討
・
整
理
し
て
、
市
が
総
合
的
に

策
定
し
て
い
く
の
が
、
地
域
福
祉
計

画
で
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
や
社
会

福
祉
関
係
者
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
民
間
の
活
動
・
行
動
計

画
と
し
て
策
定
す
る
の
が
、
地
域
福

祉
活
動
計
画
で
す
。

　

市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
今
年

度
か
ら
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
地
域
福
祉
計
画

と
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
を
平

成
25
年
３
月
の
公
表
を
目
標
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
づ
く
り
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
参
加
と
協
力
を
得
な
が
ら

進
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
昨
年
６

月
に
は
地
域
福
祉
に
対
す
る
考
え
方

や
意
見
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
。
ま
た
８
～
11
月
に
か
け
て
、

公
民
館
や
集
会
所
で
地
域
座
談
会
を

計
19
回
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
５
～

７
月
に
は
テ
ー
マ
別
部
会
を
行
い
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
、
計
画
の
素
案
を
つ
く
る
予

定
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
座
談
会
の
特

徴
・
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
の

Ｈ
Ｐ
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

安心して暮らせる地域づくり
地域の皆さんとともに 活動を進めていきます

地域福祉計画・地域福祉活動計画

↑�座談会では、地域における問題点、
課題について皆さんで話し合って
もらいました

テーマ別部会への参加者募集
　計画を策定するにあたり、広く市民の意見を取り入
れて、課題の解決への方策、具体的実践活動の提案
などを計画策定委員と市民が一緒に考えていくテー
マ別部会の参加者を募集します。

１、募集期間
　3月1日㈭～23日㈮
２、募集人数
　人数制限はありません
３、応募条件
　	中学生以上の市内在住・在勤・在学者で継続して
参加できる人
４、開催回数
　５～７月にかけて全６回の開催を予定
　※初回は、５月13日㈰	交遊舎にて14～16時を予定
５、応募方法
　住所・氏名・連絡先をしあわせ支援課まで連絡

☎２２７－６０６３

内
うち

　慶
けい

瑞
ずい

 さん
地域福祉計画策定委員長

（金城大学　准教授）

みなさんの参加を
� おまちしています�

　計画には、地域住民、学識経験者、保健・医
療・福祉関係者を中心とした20人の策定委員が
携わっています。委員長の内慶瑞さんにお話しを
伺いました。

人 人
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平
成
24
年 

市
連
合
町
内
会
総
会

本町１丁目 高橋　吉隆
本町１丁目（県住） 宮本　一郎
本町２丁目 能登　正之
本町３丁目 中野與志久
本町４丁目 黒保　　洋
本町５丁目 上野　喜紹
本町六丁目 山本　昌明
若松町 割谷　富雄
横宮町 新崎　浩樹
高橋町 藤　　　力
扇が丘 芳野　哲夫
住吉町 本多　郁夫
菅原町 小竹　則一
菅原団地 勝村　清和
白山町 久保　哲造

本
　
町
　
地
　
区

稲荷 柿本　雅之
堀内 西野　幸江
堀内新 越野　伸博
田尻町 鈴木　博和
三日市町 村本　進一
三日市新町 三田　英夫
二日市町 園山　春二
徳用町 谷内　眞二
郷町 黒山　　茂
蓮花寺町 辰巳　善幸
柳町 山本　猛之
長池 宮下　英夫

郷
　
地
　
区

丸木 吉岡　　潤
押野 清水　正道
押越 寺島　義和
野代 棚木　晴章
あすなろ団地 田中　俊久
御経塚 柳　　孔明
あやめ 藤田　雅顯

押
　
野
　
地
　
区

中林 川越　弘喜
中林丸の内 山崎　忠司
上林 小堀　孝史
新庄１丁目 岡本　　正
新庄２丁目 田中　博之
新庄３丁目 堅田　光弘
新庄４丁目 谷橋外茂次
新庄５丁目 西野　　勉
粟田 山本　正則
矢作 今市　明弘
三納 富田　　孝
藤平 藤井　良一
藤平田 飯田　政勝
藤平田２丁目 西村　正彦
下林 中村　定市
位川 新谷　義一
太平寺 大森　克成
清金 加藤　哲夫
清金３丁目 道下　正男
末松 古源　昭宏

富
　
奥
　
地
　
区

市の町内会長さん
　　　　　　　　　　（敬称略）

　

役
員
改
選
で
は
、
次
の
方
々
が
新
し
い

役
員
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

会　

長	

藤　
　
　

力
（
高
橋
町
）

副
会
長	

岡
本　
　

正
（
新
庄
１
丁
目
）

　

〃	

村
本　

進
一
（
三
日
市
町
）

　

〃	

吉
岡　
　

潤
（
丸
木
）

会　

計	

藤
田　

雅
顯
（
あ
や
め
）

監　

査	

久
保　

哲
造
（
白
山
町
）

　

〃	

中
村　

定
市
（
下
林
）

理　

事	
宮
本　

一
郎
（
本
町
１
丁
目
県
住
）

　

〃	
中
野
與
志
久
（
本
町
３
丁
目
）

　

〃	

黒
保　
　

洋
（
本
町
４
丁
目
）

　

〃	

西
野　
　

勉
（
新
庄
５
丁
目
）

　

〃	

山
本　

正
則
（
粟
田
）

　

〃	

新
谷　

義
一
（
位
川
）

　

〃	

黒
山　
　

茂
（
郷
町
）

　

〃	

宮
下　

英
夫
（
長
池
）

　

〃	

柳　
　

孔
明
（
御
経
塚
）

忘れてはいけない理念新しい教育プラン
子どもを育む

新教育ユニバーサルプラン
基本理念「学びと出会い　夢かなう まち」
 ―マイ・キャンパス・ののいち―

　2月9日㈭、平成24年度から10年間、市の教育
振興基本計画として定める「野々市市教育ユニバ
ーサルプラン」について審議を重ねてきた市教育
ユニバーサルプラン策定委員会から、計画につい
て教育長に答申書が提出されました。
　山本邦継委員長は、「市民のニーズや声を充分
に踏まえ、策定しました。市民の皆さんにプラン
の主旨がうまく伝わればと思う」と述べました。
また、村上教育長は、「今年度策定した総合計画
と連動している。これからは、具現化に向けて努
力していきたい」と話しました。

　このプラン
は、 平 成16年
に策定した町教
育ユニバーサル
プランを見直
し、市の教育振
興基本計画とし
て策定しまし
た。

「みんながキャンパスライフを楽しむまち」を目指して
　答申は基本理念を達成するために、ののいちプロジェクトとして３つの項目に重点的に取り組みます。

1、学び合う、支え合う地域社会づくり
　家庭、地域、学校が一体となって『ふるさと教育』に取り組み、
ふるさとに誇りと愛着を持ち、心豊かでたくましい市民を育みま
す。

2、情報社会へ適応する学習の充実
　情報社会に適応できるよう、生きる上で必要な情報を取捨選択す
ると同時に、自ら考え、情報を分析・評価し発信・交流する力を育
成します。

3、教育施設の環境整備
　安全で質の高い空間で学び、さまざまな体験をしながら学校生活が送れるよう教育環境の整備を促進します。
図書館や体育施設、公民館などの生涯学習施設の整備を進めます。

児童憲章
～子どもたちのことを考えて～

　昭和26年５月５日のこどもの日に国が制定した児
童憲章。これは、第二次世界大戦敗戦後の劣悪な社
会・生活環境から児童を保護する必要があったため、
児童の成長と幸福の実現を願って作成されました。
　昭和57年に町初の児童館として中央児童館が建設
されました。当館では開館当初から、この憲章を掲
げています。
　当時、勤務していた林和栄さんは、「市野静夫初
代館長が自ら筆をとって書いていました。とても子
ども思いでやさしい人でした。児童福祉の気持ちを
忘れてはいけない！	そういった信念を持って書か
れたんじゃないかと思います」と振り返ります。２
代目の塚本松男館長の時に書き直され、現在は本町
児童館にも同様のものが掲げられています。当時と
社会環境は変化しましたが、子どもたちを大切に思
う気持ちは今も変わりません。

　

２
月
19
日
㈰
、
情
報
交
流
館
カ
メ
リ
ア

で
市
連
合
町
内
会
総
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
23
年
事
業
・
会
計
決
算

報
告
、
24
年
事
業
計
画
・
予
算
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、市
な
ど
か
ら
は
、「
町

内
会
が
管
理
す
る
集
会
所
の
取
り
扱
い
」

や
「
３
月
１
日
㈭
か
ら
運
行
開
始
と
な
る

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
『
の
ん
キ
ー
』」
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

と
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議 

会 

活 

動
１
月
16
日
～
２
月
15
日

■
１
月

17
日	

議
会
運
営
委
員
会　

石
川
中
央
都

市
圏
議
会
行
政
課
題
研
究
会

23
日	

教
育
福
祉
常
任
委
員
会　

産
業
建

設
常
任
委
員
会

24
日	

総
務
常
任
委
員
会

25
日	

議
会
運
営
委
員
会

26
日	

京
都
府
木
津
川
市
議
会
議
員
視
察

来
庁

27
日	

議
員
総
会

■
２
月

７
日	

南
加
賀
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

15
日	

県
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

ご 

寄 

附ありが
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
匿
名
の
方	

合
計
２
万
８
千
円

▽
美
容
組
合
石
川
支
部
様	

３
千
７
百
円

入 

札 

結 

果

１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

１
月
分
入
札

■
汚
水
管
布
設
工
事　

末
松
処
理
分
区　

第
８
工
区

予
定
価
格　

２
０
３
７
万
円

落
札
価
格　

１
９
１
１
万
円

落
札
者　

㈱
升
方
工
務
店

■
汚
水
管
布
設
工
事　

末
松
処
理
分
区　

第
９
工
区

予
定
価
格　

１
３
６
５
万
円

落
札
価
格　

１
２
９
６
万
７
千
５
百
円

落
札
者　

川
辺
建
設
㈱

大 

会 

結 

果

■
市
制
施
行
記
念　

第
13
回　

野
々
市
市

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｉ　

Ｃ
Ｕ
Ｐ　

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　

12
月
17
日
～
１
月
15
日

　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か

▽
小
学
生
男
子
の
部

　

①
館
野
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

②
小
坂
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

③
菅
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▽
小
学
生
女
子
の
部

　

①
泉
野
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

②
御
園
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

③
滑
川
ミ
ニ
ー
ズ

▽
中
学
生
男
子
の
部

　

①
布
水
中　

②
鳥
屋
野
中　

③
大
石
中

▽
中
学
生
女
子
の
部

　

①
布
水
中　

②
真
砂
中　
　

③
港
中

■
第
40
回　

市
新
春
囲
碁
大
会

　
　
　
　
　

１
月
15
日　

中
央
公
民
館

▽
Ａ
級
（
四
段
以
上
）

　

①
大
西
英
明　

②
西　

博
史

　

③
東　

純
夫

▽
Ｂ
級
（
初
～
三
段
）

　

①
吉
田　

昌　

②
中
村
慶
司

　

③
片
岸
哲
夫

▽
Ｃ
級

　

①
押
田
憲
三　

②
川
崎　

修

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口
に

で
き
る
が
ん
で
す
。
日
本
で
は
毎
年
約

１
万
５
，０
０
０
人
が
新
規
に
発
症
し
、

約
３
，５
０
０
人
も
の
人
が
命
を
落
と
し

て
い
ま
す
。
特
に
20
代
か
ら
30
代
の
若
い

女
性
で
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
が
急
増
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
子
宮
頸
が
ん
は
検
診
で
早

期
発
見
す
る
予
防
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
21
年
に
登
場
し

た
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
、

今
や
「
予
防
で
き
る
が
ん
」
と
な
っ
た
の

で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
の
ほ
と

ん
ど
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
の
感
染
で

す
。
性
交
渉
に
よ
り
感
染
し
ま

す
が
、特
殊
な
こ
と
で
は
な
く
、

成
人
女
性
の
80
％
が
少
な
く
と

も
１
度
は
感
染
し
た
経
験
を
持

つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ

Ｖ
に
は
、
１
０
０
を
超
え
る
型

が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う

ご
存
知
で
す
か
？
　
子
宮
頸
が
ん

原
因
は
ウ
イ
ル
ス
感
染

健 康 通 信

ち
約
15
～
20
の
型
が
発
が
ん
性
を
持
ち
、

中
で
も
16
型
と
18
型
が
子
宮
頸
が
ん
の
原

因
の
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
た
す
べ
て
の

女
性
が
子
宮
頸
が
ん
を
発
症
す
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
た
女

性
の
０
・
１
％
が
子
宮
頸
が
ん
を
発
症
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
現
在

Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
18
型
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
感
染
前
に
予
防
接
種
を
す

る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
予
防
が
可
能

な
た
め
、
市
で
は
、
中
学
１
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
ま
で
を
対
象
に
接
種
費
用
の
公

費
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
が

最
も
効
果
的
に
働
く
年
齢
で
の
接
種
を
お

勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
予
防
接
種
だ
け
で

は
、
子
宮
頸
が
ん
を
完
全
に
は
予
防
で
き

ま
せ
ん
。
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、
定
期

的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

若
い
女
性
に
も
発
症
す
る
が
ん
だ
か
ら
こ

そ
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
子
宮
頸
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

◆
保
健
セ
ン
タ
ー	

２
４
８
・
３
５
１
１

予
防
接
種
・
検
診
で
予
防
し
よ
う

地域の底力地域の底力
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～
～高齢者などの安心を
　　みんなで守ろう～

…28

高
齢
者
の
安
心
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

　

地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
気
軽
に
参

加
で
き
る
の
が
「
地
域
サ
ロ
ン
」
で
す
。
そ
ん
な
市
内

の
「
地
域
サ
ロ
ン
」
を
不
定
期
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
第
８
弾
と
し
て
「
太
平
寺
仲
良
し
健
康
サ
ロ

ン
」
を
紹
介
し
ま
す
！

■

太
平
寺
仲
良
し
健
康
サ
ロ
ン

①
現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は
？

約
30
人

②
サ
ロ
ン
の
特
徴
は
？

　

昨
年
11
月
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ロ
ン
で

す
。
現
在
は
、「
お
た
っ
し
ゃ
体
操
」
を

中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
体
操
以

外
に
も
色
々
な
事
を
し
て
い
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

③
参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は
？

　

体
操
を
す
る
こ
と
で
、
身
体
の
調
子
が

良
く
な
り
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
の
日
が
楽
し

み
で
す
。

④
市
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

男
女
問
わ
ず
参
加
者
募
集
中
で
す
。
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！	

■�

活
動
場
所
な
ど�

■

活
動
場
所　
太
平
寺
会
館

活
動
日
時　
第
１
・
３
水
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

対

象

者　
太
平
寺
に
住
ん
で
い
る
人

問
い
合
わ
せ

居
村
（
世
話
役
）
２
４
６
・
２
１
８
４

３
月
１
日
～
８
日
は
女
性
の
健
康
週
間
で
す
。

こ
の
機
会
に
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

成長段階にあった接し方が大切 記念日に気持ちのこもったプレゼントを！
こどものこころ～乳幼児期のこころの発達について～

　子どもの心の発達などを学ぶ教室が、２月８日㈬、
保健センターで開かれ、31人が参加しました。
　講師の寺井氏は、「親は、子どもにとっての安全
基地であり、何かがあればすぐ助けてくれる存在。
母との絆があることで、親から離れるという子ども
の冒険が後押しされる」と話しました。
　また、最近は子育て家庭が孤立する傾向が強いと
し、「一人で抱え込まないで、地域の保健センター
や子育て支援センターを利用してほしい」と呼びか
けました。
　参加者は、「上手な叱り方は」「２人目の子どもが
できてからの上の子との接し方の注意点は」といっ
た質問をし、子どもの心への理解を深めていました。

フラワーアレンジメント　バレンタインアレンジ

　２月７日㈫、子育て支援センター押野でフラワー
アレンジメント　バレンタインアレンジが行われ、
10組の親子が参加しました。ハート型の花器の中
にオアシスと呼ばれる吸水スポンジを置き、コデマ
リや色とりどりのカーネーション、スイートピー、
チューリップの茎を丁寧にはさみで切り、色合いや
花の配置などを考えながら1つ1つ生けました。最
後に、くしに刺した包装紙付きのチョコレートを花
の横に添えて出来上がり。参加者の中には、「きれ
いにできたね」と話す親子や「パパにプレゼントす
る」と言って目を輝かせる女の子の姿が見られまし
た。
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まちの話題、あんなこと、こんなこと。皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの情報を教えてください。広報情報課（☎227− 6056）

ちカメラあちこ
い
の
の

新年の想いを込めて、力強い書を披露
市内小中学校書き初め展

　１月14日㈯から24日㈫まで、情報交流館カメリアで市
内７つの小中学校の作品を集めた書き初め展が開かれまし
た。
　会場には、新春にふさわしく、「創造する心」や「強い信念」
など、新しい年への意気込みを感じさせる力強い作品が並
んでいました。また、訪れた親子連れは、自分の作品を探
したり、「みんな上手だね～」と話しながら、作品に見入っ
ていました。

世代間の交流を深める
ふれあいもちつき

　１月22日㈰、中央児童館で、市社会福祉協議会主催の「ふ
れあいもちつき大会」が行われました。これは、風習の伝
承や世代間の交流を目的に毎年行われています。この日は、
児童館に通う子どもたちと市老人福祉センター椿荘の利用
者合わせて約150人が参加しました。
　最初に、お年寄りが手本として餅つきを披露し、続いて
父親と子どもたちが順番にきねを振っていました。出来上
がった餅は、きな粉をまぶしたり、ぜんざいにして味わい
ました。

　１月29日㈰布市神社（本町２丁目）で、文化財防火訓
練が行われました。これは、昭和24年の法隆寺金堂壁画
の消失を契機に、貴重な財産である文化財保護の意識を高
めるために毎年行われているもので、神社には脇差（銘信
長）や天然記念物の大公孫樹などがあります。訓練では、
境内の立ち木が燃え、周辺の建物に燃え広がるおそれがあ
るという想定で、地域住民、市消防団第一分団、野々市消
防署が協力して消火訓練をしました。

地域の宝　文化財を守る
文化財防火デー

県立大菊澤教授の後世に残る研究
第20回松下幸之助花の万博記念賞を受賞

　石川県立大学の菊澤喜八郎教授のこれまでの研究成果
が、国際花と緑の博覧会の基本理念である「自然と人間と
の共生」の実現にかなう優れた研究であることから、この
度、栄えある受賞となりました。２月６日㈪、同大学で行
われた記念講演会には市民も多く集まり、植物群落の光合
成生産の新しい推定法に耳を傾けていました。菊澤教授は
この３月で定年退官されます。７年間の野々市での生活を
振り返り「田舎町と侮れない何かがあり、すごい人々が住
み、美味しいお店があります」と話されていました。

新しい料理にチャレンジ!!
ヤーコン料理教室

　１月17日㈫に富奥公民館で市ヤーコン倶楽部主催の
ヤーコン料理教室が行われました。はじめに、西本正明会
長が、「水分を多く含み、高血圧や便秘に効果があると言
われている野菜です」と野々市特産のヤーコンを紹介。続
いて、野々市中学校の石倉知代栄養教諭を講師に招き、サ
ラダ、かき揚げ、煮込みを作って、調理法を紹介しました。
　試食した27人の参加者は、「甘みがあっておいしい」

「シャキシャキ感がいいね」と話していました。

市の諸問題に対して学生が解決策を提案
野々市市プロジェクト発表会

　２月14日㈫、市役所と情報交流館カメリアで金沢工業大学2011年度プロジェクトデザインⅡ・地域連携
テーマ（野々市市プロジェクト）発表会が行われました。これは、大学２年生が授業の一環としてチームを
組み、市が提案したテーマに対して調査・分析し、課題解決に取り組んだ活動成果を発表するもので、今年
で４回目となります。「北陸鉄道石川線の利用促進に向けた情報発信」「ジュニア向け野々市紹介パンフレッ
トの作成」など、テーマの中から１つを選び、昨年９月から約半年間調査・分析を重ねてきました。学生自
ら取材を行ったり、市民へのアンケートをとって、まとめているグループも見られました。口頭発表では、
緊張しながらも説明し、質問にも一生懸命答える姿が見られました。ポスターによる展示発表も行われ、学
生は「自分たちの研究が市の発展につながればいいと思います。地域の活性化に一役かえてうれしい」と話
していました。
　またこの発表会に先立って、２月７日㈫～13日㈪、イオン御経塚店で同様のポスターなどを展示するイ
ベントが開催され、市と金沢工業大学の大学連携の取り組みを市民に見てもらいました。

↑→�当日は、多くの市民の参加があり、
活発に質問する姿が見られました
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わ
た
し
の

夢

ぼ
く
の

夢

〒921-8815　野々市市本町2丁目14番6号
☎248-8099
開館時間　10：00〜19：00（土日は17：00まで）
休 館 日　毎週月・祝日

野々市市立図書館

広
告
欄

● 子ども向け

『祇
ぎ

王
おう

・仏
ほとけ

』
村中　李衣／文　「京の絵本」

刊行委員会

みやこ一美しいと評判の白拍
子・祇王は、権力者・平清盛に
気に入られ、幸せに暮らしてい
ました。ところが、清盛のもと
に、若く美しい別の白拍子が現
れ…

● 大人向け

『受験生のための合格レシピ』
竹内　冨貴子／著

ＰＨＰ研究所

トンカツばかりが合格メニュー
じゃない!? 毎日の食事が心身
共に健康な体をつくり、ベスト
な状態で本番に臨める。若者に
必要な栄養がしっかりとれるレ
シピが満載。

図書館お役立ち情報：アニメ映画『借りぐらしのアリエッティ』のDVDを館内で視聴できます。

● 今月の展示図書

テーマ『書』
※展示期間中は貸出でき
ませんので、予約をお願
いします。

● 今月のおはなし会

とき：３月10、24日㈯
　　　午前11時から
場所：児童図書コーナー

楽しい絵本や紙芝居の
読み聞かせです。

誰でも自由に
参加できます。

野 々 市 検 定
～新しい発見があるかも!?～⑫

　市の魅力を伝える野々市検定第12弾。末松廃寺跡に関
する問題を作成しました。楽しみながら挑戦してみてく
ださい。

〈1問目〉末松廃寺は何時代のものと言われているか？
Ａ.大和　　Ｂ.白鳳　　Ｃ.奈良　　Ｄ.平安

〈2問目〉末松廃寺の※伽藍配置はどれ？
※寺院において主要な堂塔を配置する際の方式
Ａ.四天王寺式　　Ｂ.東大寺式
Ｃ.法起寺式　　　Ｄ.法隆寺式

〈3問目〉末松廃寺跡から昭和36年に発見された貴重な遺
物は？
Ａ.永楽通宝　　Ｂ.寛永通宝
Ｃ.富本銭　　　Ｄ.和同開珎

正解は

14ページで

一級建築士になりたい

安田　虎太郎くん
菅原小学校５年

ケーキ屋さんになりたい

髙橋　悠月さん
菅原小学校３年

みなさんこんにちは。ふじひら支援センターで
す。センターは去年からこじんまりと温かみ

のある部屋に移動しました。来園者からは「狭くな
ったじ。でも、ほかのお母さんとも話しやすい距離
になったかな」なんて声も聞かれます。また、初め
て来られた人は、「またね―、今度はいつ会えるか
ねぇ～」と次回を楽しみにして帰っていきます。

センターは、０歳から３歳のお友達の利用が多
く、ままごとやパズル、大型ブロックなどた

くさんのおもちゃが人気です。また、赤ちゃんから
絵本に親しむ機会を持ってもらうために、ふじひら
文庫の貸し出しも実施しています。

去年は「ふるさとめぐり」と称して親子遠足を体
験しました。県立大の果樹園では、完熟のぶど

うを試食させていただきました。御経塚遺跡では竪
穴式住居に特別に入らせてもらいましたが、中には
怖がる子もいました。また、末松廃寺跡にも足を伸
ばしました。楽しいバス遠足が終わると、子どもたち
は目をこすりながら手を引かれて帰って行きました。

これからも、支援センターが橋渡しとなり、市
の事や支援センターの活動を多くの人に知っ

てもらい、友達の輪を広げたいと思っています。

「親子で友だちの輪を広げよう」
子育て支援センターふじひら

　毎年恒例となりました北陸朝日放送（HAB）ふるさとCM大賞。
今回、10回目のエントリーにして初めて賞を受賞することが出来ま
した。今後は、北陸朝日放送で年間40本のＣＭが放送される予定です。

■今年度のふるさとCM大賞のテーマは
「次世代に残したいもの」

　「野々市市：初心」
　昨年11月に野々市市が誕生しました。この節目の瞬間を残したい…、
そんな思いから、“初心”をテーマにCMを作成しました。作品では、
ののいちの“いち”とスタートの“いち”にこだわり、インパクトを
重視しました。市長を初め、市職員、市民の皆さんも出演しています。
　また、今回はCMを２作品作成し、10月下旬～11月上旬に文化会館
フォルテで行われたイベント「マナビィフェスタ」にて、約100人の
来場者にアンケートを行い、決定しました。

　作品は市ホームページでも見ることができますので、是非ご覧下さ
い。

第10回HABふるさとCM大賞
審査員特別賞を受賞

女
性
協
議
会

「
新
春
　
市
長
と
語
ろ
う
」
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。
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し
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。
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で
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役
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員
の
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応
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の
改
善
や
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。

　

ま
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と
話
し
ま
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た
。
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編
集
後
記

ののいちふれあい通信
8:00～　8:30
18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～　7:00

11:20～12:00
16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

声で聴く「広報ののいち」　問い合わせ　橋野 千恵子（☎248-2521）
音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報ののいちを録音したテープを作っています。
また、地域ポータルサイト「ののいちタウン情報局」でも、聞くことができます。
目の見えない人だけでなく、活字が読みにくくなったという人もご利用ください。 古紙配合率100％再生紙を使用しています
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が
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。
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「
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
お
し
市
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市
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取
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（
Ｎ
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）

【今月の表紙】
　中央公民館ホール入口に飾られてい
る手作りひな人形を撮影しました。今
年で５回目を迎えたこのコーナ―に
は、和紙や折り紙、フラワーアレンジ
メントで作られたお雛様や木目込み雛
人形など丁寧に作られた作品が数多く
並んでいました。
　作品は１月から募集し、２月下旬か
ら３月いっぱい展示されています。皆
さん是非ご覧下さい。
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本
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西　
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義
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野
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町
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１
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■１月末現在の人口

（　）は前月比

　人　口 48,044人 （＋ 19）

　　男　 24,363人 （＋  6）

　　女　 23,681人 （＋ 13）

　世帯数 20,662世帯 （＋ 13）

■１月中の人の動き

　転　入 191人

　転　出 194人

　出　生 53人

　死　亡 31人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

H24.1.13～H24.2.15受付分
個人情報保護のため本人・ご家族の希望が
あったものを掲載しています

戸籍の窓

野 々 市 検 定　（問題は12ページ）

【第1問】B 白鳳時代（７世紀後半）、市の南西に建てられ、金堂
や七重の塔をもつ大きな寺院であったとされている

【第2問】C 末松廃寺は、南を寺院の正面と想定すると、塔の西に
金堂が近接して並び、法起寺と同じ伽藍配置の形式を 
持つ古代寺院と考えられる

【第3問】D 昭和36年３月に、末松の高村誠孝氏が用水溝から銀
製和銅開珎を発見した

　普段は野々市交番に勤務し、安全・安心のまちづ
くりを目指し仕事をする一方、家庭では、6歳と2歳
の双子を持つ3児の母。そんな相上淳夏さんが、昨年
行われた石川県警察柔道・剣道大会　女子個人試合
で優勝しました。
剣道をするとホント集中できるんです
　小学1年の時から剣道を始め、今や四段。3月には
五段の昇段試験を控え、練習を行っています。
　「いざ始めるとホント集中できるんです。嫌なこ
とも忘れて、いいリフレッシュになります」と笑顔
で話してくれました。3人の子どもをしっかり育て
たい、子どもたちに頑張っている姿を見せたいと目
標を掲げる相上さんは、「仕事、子育てをしながら、
剣道を続けられるのは、家族や職場の皆さんの協力
のおかげです」と感謝の気持ちを忘れません。
安全・安心のまちづくりを目指します
　警察官としては、保育園で交通安全教室や地区の
老人会で振り込め詐欺被害防止講話を行っていま
す。「少しでも事故・犯罪がなくなって、野々市に住
んで良かったと思えるように、頑張っていきたいで
す」と目を輝かせて話す相上さん。彼女の今後の活
動に期待したいです。

今月号から新しく市内で活躍する人を紹介す
る「ichiおし市民」のコーナーを設けます。ま
た、リレー方式で市民の方々を紹介する「い
きいきののいち人」は、隔月となり、交互に掲
載していきます。

相
あい

上
じょう

　淳
あつ

夏
か

さん
（松任警察署 野々市交番勤務）

Ichi おし市民
１
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　１月27日㈮、市役所で市の公式キャラクター「のっティ」の着ぐるみの制作発表会が行
われました。これは、子どもから高齢者までが一緒に楽しめる「のっティ体操（３月下旬完
成予定）」のマスコットとして作られたものです。「のっティ」の実像の高さは、２メートル、
幅135cm、重さ８キロ。また、着ぐるみの完成と市制施行を記念して、粟市長から特別
住民票が「のっティ」に交付（※）、市民となった「のっティ」は晴ればれと市長とツーショット。
　今後は、市内の保育園、小学校を訪問するほか各種イベントにも登場し、「地域の助け合い
の構築」や「健康増進介護・予防」「野々市市の魅力発信」を目指して、活躍が期待されます。

※広報用として特別に作成したものであり、住民基本台帳に登録しているものではありません

のっティが市民の前に登場！
のっティコレクション

　１月28日㈯、イオン御経塚店で、のっティコレク
ションが開催されました。会場内では、市民に初めて
歩く「のっティ」の披露が行われ
たほか、のっティツイッターの紹
介や関連商品の販売などが行われ
ました。また映画館では、市出身
の米林宏昌監督の「借りぐらしの
アリエッティ」の上映会が開催。
市長と一緒に舞台あいさつに登場
したのっティは、多くの喝采をあ
びていました。

市キャラクター「のっティ」がより身近に！
着ぐるみが完成！ 特別住民票も交付！


